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認知症地域支援推進員 
中村真理子 松岡由佳 岸森章子

 今号は 

 『認知症カフェ』 

 を特集します！ 

令和４年８月５日（金）、年に一度開催している『認知症カフェ交流会』を開催しました。 

  感染症対策のため、今年度も会場とオンラインによるハイブリッド形式で開催。コロナ禍で長期休止

中の運営者、規模の縮小や時間を短縮等で開催している運営者の方々にご参加いただきました。 

講師はフォトグラファーでジャーナリストのコスガ聡一氏にオンラインでご登壇いただき、全国の認知

症カフェの情報や、コロナ禍でのカフェの継続や再開に向けての 

アドバイスをいただきました。 

２年ぶりのグループディスカッションでは、それぞれのカフェに 

ついて熱心に語られている姿があり、 「小さくても必ず認知症 

カフェを再開します！」、「各地の認知症カフェを知ることができ 

参考になった」等、参加者のみなさんから前向きな言葉をたくさ 

ん聞くことができた有意義な交流会になりました。 講師のコスガ聡一氏（右は著書） 

会場とオンラインのハイブリッド開催

グループディスカッションの様子

コスガ聡一氏 
講義資料より 



【 認知症カフェ訪問記 】 

・徳力団地内にある商店街の一角
で開催しています 
・入口ではパンダの「春春(はるは
る)」が迎えてくれます

『あそこのカフェ』
開 催 地：小倉南区徳力団地 

開催頻度：第４土曜日 

     13:30～15:30 

利用料金：実費相当（要問合せ） 

問 合 せ：093-383-0736

徳力団地内にある商店街の一角
に「暮らしの保健室in小倉」があり、
月に１回「あそこのカフェ」が開催さ
れています。 
訪問時はちょうど５月の節句前
で、色鮮やかな折り紙を使い、「鯉の
ぼりと兜」を作成。指先を使うことで
脳トレにもなり、季節も感じることが
できました。 
団地内であることと、入口を開放
した空間なので、地域住民の方も気
軽に顔を出したり、声をかけやすい
環境なのも魅力的。 
一度参加したら「次は何があるの
かな？」とワクワクするカフェでした。 

市内の大学生がボランティア 
スタッフとして活躍！！ 
若者とのコミュニケーションが 
楽しいひとときにつながります 

季節感のある作品作りの
ほか、毎月異なるプログ
ラムが考えられています

『いきいき井戸端会議』
開 催 地：八幡東区大蔵 

開催頻度：第４水曜日 

     10:00～19:00 

利用料金：無料 

問 合 せ：090-7925-6450(藤井) 
          090-9495-3319(久原) 

 商店街のある大蔵親和通りの「地域
コミュニティカフェゴーゴーオオクラ」
で、月１回開催されています。 
 毎回午後１４時からは様々な職種に
よる勉強会や音楽、ゲーム等のイベント
も企画されています。 
 高齢者だけでなく、通学路であること
から、様々な年代の方が立ち寄り、認
知症について知り、交流できる場を目
指しているとのこと。 
ホッと一息つける地域のオアシスと
なりそうなカフェです。 

商店街角地の明るいカフェで
ふらっと気軽に立ち寄れます

当日は懐メロを楽しむ会。会場は普段
音楽イベントも行われる本格的な音響
設備で、さながらライブハウスのよう 

開催状況については、各認知症カフェへ 
お問合わせください。 



『わたぼうし』
開 催 地：八幡西区森下町 

開催頻度：第２土曜日 

     10:30～12:00 

利用料金：100 円（ドリンク代含む） 

問 合 せ：093-645-2700

社会福祉法人もやい聖友会が「黒
崎まちなかオレンジカフェ」に続き、特
別養護老人ホーム雪月花の交流ルー
ムで認知症カフェをオープンしました。 
リハビリ体操や脳トレの他、お天気
の日は中庭での園芸活動等、毎回楽
しみながら心身の活性化が図れるプロ
グラムが組まれています。 
広々とした明るい空間で、交流を楽
しまれ、 相談員やケアマネジャーが介
護相談に対応、グループホーム入居者
もカフェスタッフとして参加し、充実した
カフェとなっていました。 
レクリエーションやゲームに参加する
皆さんの笑顔が印象に残りました。 

緑あふれる北九州市テクノパー
ク八幡西のなかにあります 

いきいき楽し
そうに参加さ
れており、こち
らも楽しくなり
ました。

長引くコロナ禍で市内の認知症カフェは長期休止を余儀なくされているところが多い中、令和４

年９月現在、認知症カフェ広報事業にお申込みをいただいている認知症カフェは３０か所になり、あ

りがたいことに、コロナ禍前より５か所増えました。 

新しく認知症カフェを開設された運営者の方からは、コロナ禍だからこそ、「人と交流できる居場

所をつくりたい」、「持ち家を利用して誰もが集える場にしたい」といった思いを伺いました。 

私たち認知症地域支援推進員は、開催中の認知症カフェを訪問し、一参加者として体験させて

いただいて得た情報を、ホームページで提供させていただいています。お近くの認知症カフェにぜひ

一度お出かけください。  

また、新規立ち上げ検討中の方のご相談に応じたり、認知症カフェプレオープンの際は会場に出

向き、できるお手伝いをさせていただきたいと思っています。  

これからは、自施設での認知症カフェ開催が難しい介護事業所や医療機関の方と、「場所はある

けれど認知症カフェの運営に不安がある」地域の方を『つなぐ』マッチング 

にも力を入れていきたいと思っています。 

認知症の方やご家族が、安心して暮らせる地域づくりが広がることを 

願いながら、これからも活動していきます。 

【 もっと広がれ、認知症カフェ！認知症地域支援推進員の想いです】



「認知症カフェボランティア養成講座」全5回の 

運営のお手伝いをしました！�
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